
津市民文化祭参加事業 
 
第 142 回津文化協会文化講演会  
第 104 回文化講演会？「発見塾」三重大学シリ－ズ 

 
演 題 「絵を「読む」——絵は「見る」だけではわからない」 
 

講 師 山口 泰弘 氏 三重大学教育学部 特任教授 
 

日 時  令和 4 年 11 月 19 日（土）13:30～15:00 
会 場  津リージョンプラザ 1Ｆ中央保健センター待合ホール 
                   津市西丸之内 23－1   

                                     
主 催 津市民文化祭実行委員会 
主 管 津文化協会 
後 援 三重大学   三重ふるさと新聞社 
？「発見塾」ホ－ムペ－ジ http://www.mie-u.ac.jp/hakugaku/hakken/index.html 
連絡先   ＴＥＬ 090-1236-1144 （辻本 當） 
※津文化協会では会員を募集しています。 
当協会事務局または？『発見塾』開催時、受付までお申込み下さい。 

※感染症等予防ためご来場の際は手指のアルコール消毒、咳エチケットマスク着用、検温等に 
 ご協力ください。 
※講演会が中止になった場合は津市ホームページ、上記発見塾ホームページ等でお知らせします。 
※講演会会場は土足禁止になっています。履物の収納は会場入り口設置の下駄箱をご利用ください。 

  誰もが知っている尾形光琳の「燕子花図屏風」。どうして菖蒲ではないのでしょうか、

花菖蒲ではないのでしょうか。それを解き明かすには、「見る」だけではなく「読む」

という手続きが有効です。「読む」は「解読」につながります。「燕子花図屏風」は、「解

読」すると、単に花を描いた絵ではないという隠された謎＝真実が明らかになります。

そしてこの屏風が、日本の長く深い文化の伝統の上に開花したものであることを理解

させてくれます。 

今回の？「発見塾」では、他にも曾我蕭白や名古屋城本丸御殿障壁画など江戸時代の

絵を取り上げ、「読む」ことによって謎の解明に挑んでいきます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

入場無料 
事前申込不要 


